
 

    

 平成２２年９月１７日 

内閣府沖縄担当部局     
 

 永田クラブ、経済研究会へ資料配布 

平成２２年度北部振興事業の実施について 

 
 
１．事業の概要 

   沖縄県及び北部市町村の要望に基づき、計画の熟度が高く、産業の振興、 

定住条件の整備に資する事業を実施。 
 

２．今回配分の状況（国費ベース） 
                                       

    

 非 公 共 事 業    公 共 事 業  

 
新 規 ５ 事 業 

 
今回配分額 約１２億円

  
新 規 １ ９ 事 業 

 
今回配分額 約２３億円  

 
（参 考） 
＜予算計上> 

○沖縄北部活性化特別振興事業費（非公共事業）       平成22年度予算額35億円 

・補助率：8/10   

○沖縄北部活性化特別振興対策特定開発事業推進費（公共事業）平成22年度予算額35億円 

・補助率：各公共事業の沖縄県の嵩上げされた高率の補助率を適用 

＜今回の配分の考え方＞ 

○基地の受け入れとは切り離して、沖縄県の均衡ある発展を図る観点から北部地域の振興に 

資する事業に対し配分する。 

○配分対象の事業は、北部12市町村より北部地域の振興に資するものとして要望されたもの。 

 

 

 ＊問い合わせ先＊ 
（全般・非公共事業） 

政策統括官（沖縄政策担当）付 

（担当 中、細田） 

電話 ０３－３５８１－９７５２ 

FAX  ０３－３５８１－９７６１ 

 

（公共事業） 

沖縄振興局参事官(特定事業担当)室 

（担当 山谷、佐藤） 

電話 ０３－３５８１－１３６６ 

FAX  ０３－３５８１－１６８３ 

 

 



資 料 

平成２２年度に実施する振興事業について 
 

平成２２年９月１７日 

 

１．非公共事業 
 

①産業の振興 

事   業   名 

（ 事 業 主 体 ） 
計 画 期 間 

２２年度事業費 

（うち国費） 

名護市ライスセンター機能高度化施

設整備事業 

 

（名護市） 

平成２２年度
１５７百万円 

（１２６百万円） 

名護市羽地地域は、かつて県内でも有数の米生産地であったが、米生産農家の所得低迷、

担い手不足などの課題を抱えている。現在も「羽地米」のブランド化等に取り組んでいる

が、既存のライスセンターは老朽化し機能も不十分となっている。 

このため、玄米選別精度を高めた品質向上機能、貯蔵機能、精米機能を備えたライスセ

ンターを整備し、低コスト化、省力化に取り組むことにより、農家所得の向上、担い手の

育成・確保などに向けた更なる振興を図る。 

 

（担当省庁） 

 農林水産省 

 

 

 

事   業   名 

（ 事 業 主 体 ） 
計 画 期 間 

２２年度事業費 

（うち国費） 

茸第２生産施設整備事業 

 

（今帰仁村） 

平成２２年度
 ５９９百万円  

（４７９百万円） 

今帰仁村においては、林業振興の一環として、これまでに「茸生産出荷施設」を整備、

高鮮度・高品質の県内産えのきたけを県内市場へ供給し、今帰仁ブランドとして確立させ

ているが、現在も林業振興の必要性は高い。 

このため、県内需要が見込まれる高鮮度・高品質なエリンギ、くろあわびたけを生産す

る「茸第２生産施設」を新たに整備し、既存の流通体制を活用しつつエリンギ等を供給す

ることにより、雇用の拡大、所得向上に向けた特用林産の更なる振興を図る。 

 

（担当省庁） 

 農林水産省（林野庁） 

 

 



 

事   業   名 

（ 事 業 主 体 ） 
計 画 期 間 

２２年度事業費 

（うち国費） 

伊江村花き選別施設整備事業 

 

（伊江村） 

平成２２年度
２４５百万円 

（１９６百万円） 

伊江村において、輪菊は出荷額が最も多い重要な園芸作物であるが、輪菊の出荷ピーク

時には、選別・出荷作業の労働力不足のため、生産農家は長時間労働となっており、経営

規模の拡大が図れなくなっている。 

このため、生産農家で共同利用する花き選別機を導入し、選別・出荷作業の省力化を図

ることにより、余剰人力を活用した品質の向上、経営規模の拡大と生産性の向上を進め、

担い手農家の確保や、農家所得の向上に向けた花き園芸の更なる振興を図る。 

 

（担当省庁） 

 農林水産省 

 

 

 

事   業   名 

（ 事 業 主 体 ） 
計 画 期 間 

２２年度事業費 

（うち国費） 

北部地域園芸農業活性化事業（農作

物被害防止施設整備） 

 

（名護市、恩納村） 

平成２２年度
 ３３６百万円  

（２６９百万円） 

北部地域は園芸作物の生産が盛んであり、これまでに台風等による被害防止や害虫農薬

散布回数の減少に効果のある農作物被害防止施設を整備し、地域農業の振興を図ってきた。

これを踏まえて、名護市、恩納村において、農作物被害防止施設を新たに整備し、施設

整備済みの農地を含めた園芸作物の生産団地を拡大させることにより、「定時・定量・定

品質」の出荷を実現による産地の育成と農家の所得向上・経営安定により、更なる振興を

図る。 

 

（担当省庁） 

 農林水産省 

 

 



②定住条件の整備 

 

事   業   名 

（ 事 業 主 体 ） 
計 画 期 間 

２２年度事業費 

（うち国費） 

北部広域ネットワーク整備事業（地

域整備事業） 

 

（名護市） 

平成２２年度
１７４百万円 

（１３９百万円） 

名護市東部地域（二見以北）は、沖縄本島内で唯一残っているブロードバンドゼロ地域

であることから、北部広域市町村圏事務組合が整備した北部広域ネットワーク（高速光フ

ァイバ－通信網）を利用したサービス提供用施設を設置することによりブロードバンドゼ

ロ地域をなくし、民間通信事業者がこれまで提供を困難としてきた状況を改善するための

環境整備を実施する。 

 これらネットワークの活用により、教育活動、行政サービスの向上、住民の利便性向上・

地域活性化に寄与し、定住条件の整備を図る。 

 

（担当省庁） 

 総務省 

 

 



２．公共事業 

①産業振興のための基盤整備 

 

事   業   名 

（ 事 業 主 体 ） 
計 画 期 間 

２２年度事業費 

（うち国費） 

（参考） 

予定総事業規模 

（うち国費） 

３３４百万円 ８９７百万円 ○ 豊原１号線道路改築事業 

（名護市） 

（担当省庁 国土交通省） 
平２２～２３ 

（２６８百万円） （７１９百万円）

２２０百万円 ４７１百万円 ○ 大北大西線街路整備事業 

（名護市） 

（担当省庁 国土交通省） 
平２２～２３ 

（１７６百万円） （３７７百万円）

６２百万円 １７０百万円 ○ 山里儀間線道路特殊改良事業 

（本部町） 

（担当省庁 国土交通省） 
平２２～２３ 

（４２百万円） （１１４百万円）

１５２百万円 ６９８百万円 ○ ギンバル・億首間路線整備事業 

（金武町） 

（担当省庁 国土交通省） 
平２２～２３ 

（１２２百万円） （５６０百万円）

２４０百万円 ４８０百万円 ○ 前泊港港湾改修事業 

（沖縄県） 

（担当省庁 国土交通省） 
平２２～２３ 

（２１６百万円） （４３２百万円）

４５百万円 ４５百万円 
○ 野甫港港湾改修事業 

（沖縄県） 

（担当省庁 国土交通省） 
平２２ 

（４０百万円） （４０百万円）

４５百万円 ４５百万円 ○ 内花港港湾改修事業 

（沖縄県） 

（担当省庁 国土交通省） 
平２２ 

（４０百万円） （４０百万円）

９百万円 ６５百万円 ○ 本部港渡久地地区港湾改修事業 

（沖縄県） 

（担当省庁 国土交通省） 
平２２～２３ 

（８百万円） （５９百万円）

２３８百万円 ９０１百万円 ○ 本部港環境整備事業 

（沖縄県） 

（担当省庁 国土交通省） 
平２２～２３ 

（９７百万円） （４５６百万円）

 



事  業  名 

（ 事 業 主 体 ） 
計 画 期 間 

２２年度事業費 

（うち国費） 

（参考） 

予定総事業規模 

（うち国費） 

１２０百万円 １９０百万円 ○ 伊江港港湾改修事業 

（沖縄県） 

（担当省庁 国土交通省） 
平２２～２３ 

（１０８百万円） （１７１百万円）

４０百万円 ４０百万円 
 県営かんがい排水事業 

（屋我地２期地区） 

（沖縄県） 

（担当省庁 農林水産省） 

平２２ 

（３２百万円） （３２百万円）

１００百万円 ３００百万円  県営かんがい排水事業 

（羽地地区） 

（沖縄県） 

（担当省庁 農林水産省） 

平２２～２３ 
（８０百万円） （２４０百万円）

３００百万円 ７８２百万円 
 県営かんがい排水事業 

（伊是名東部地区） 

（沖縄県） 

（担当省庁 農林水産省） 

平２２～２３ 

（２４０百万円） （６２６百万円）

５０百万円 ５０百万円  県営かんがい排水事業 

（屋嘉地区） 

（沖縄県） 

（担当省庁 農林水産省） 

平２２ 
（４０百万円） （４０百万円）

３７６百万円 ６８３百万円 
 県営かんがい排水事業 

（アマギ地区） 

（沖縄県） 

（担当省庁 農林水産省） 

平２２～２３ 

（３０１百万円） （５４６百万円）

（事業概要） 

 交通基盤については、観光等の産業振興を支えるインフラとして、交通の利便性の向上に

資する道路を整備し、さらに、物流機能の向上に資する港湾整備に取り組むとともに、海上

交通による本島・離島間の交通アクセスの改善を図る。また、農林水産業の生産体制等の質

的な転換による生産基盤の高度化も図る。 

 

 



②定住条件の整備 

 

事業名 

（事業主体） 
計 画 期 間 

２２年度事業費 

（うち国費） 

（参考） 

予定総事業規模 

（うち国費） 

１８６百万円 ３５９百万円  為又１号線道路改築事業 

（名護市） 

（担当省庁 国土交通省） 
平２２～２３ 

（１４９百万円） （２８８百万円）

１４８百万円 １４８百万円  城原代団地整備事業 

（宜野座村） 

（担当省庁 国土交通省） 
平２２ 

（１０４百万円） （１０４百万円）

１５０百万円 ３５０百万円 
 平良海岸（伊是名地区）高潮

対策事業 

（沖縄県） 

（担当省庁 国土交通省） 

平２２～２３ 

（１３５百万円） （３１５百万円）

１２５百万円 ２６５百万円  仲田港海岸高潮対策事業 

（沖縄県） 

（担当省庁 国土交通省） 
平２２～２３ 

（１１２百万円） （２３９百万円）

（事業概要） 

 北部地域への定住を促進するため、生活環境基盤の整備を推進し、生活の安全性、利便性及

び快適性の向上を図るため、道路、住宅、海岸保全施設を整備する。 

 

（注）１．平成 22 年度事業費は、今後事業を実施する過程で変動する場合がある。 

   ２．公共事業のうち、○の事業については、特別会計の弾力条項閣議決定を必要とする事業

である。（特別会計の経費を増額する必要がある場合には、特別会計に関する法律の規定

により閣議を経る必要があり、弾力条項閣議とは当該閣議のことである。） 



大宜味村

本部町

金武町

恩納村
宜野座村

伊江村

伊平屋村

今帰仁村

平成２２年度北部振興事業（非公共）一次配分予定事業箇所位置図

伊是名村

東村

国頭村

名護市

事業予定箇所

事業主体・事業数

４市村

 

５事業

テーマ１－３

 

【伊江村】

 

H22（農林水産省）

伊江村花き選別施設整備事業

テーマ２－１

 

【名護市】

 

H22（総務省）

北部広域ネットワーク整備事業(地域整備事業)

テーマ１－２

 

【今帰仁村】

 

H22（農林水産省）

茸第２生産施設整備事業

テーマ１－１

 

【名護市】

 

H22（農林水産省）

名護市ライスセンター機能高度化施設整備事業

テーマ１－４

 

【名護市・恩納村】

 

H22（農林水産省）

北部地域園芸農業活性化事業（農産物被害防止施設）

凡 例

【テーマ１】
産業振興のための整備

【テーマ２】
定住条件の整備



平成２２年度北部振興事業（公共） 予定事業箇所位置図

テーマ１－１ 豊原１号線道路改築整備事業

テーマ２－２ 城原第３団地整備事業

テーマ１－４ ギンバル・億首間路線整備事業

テーマ２－３ 平良海岸（伊是名地区）高潮対策事業

テーマ１－２ 大北大西線街路整備事業

テーマ２－１ 為又１号線道路改築事業

テーマ１－３ 山里儀間線道路特殊改良事業

テーマ１－９ 本部港環境整備事業

テーマ１－８ 本部港渡久地地区港湾改修事業

テーマ１－１０ 伊江港港湾改修事業

テーマ１－１５ 県営かんがい排水事業（アマギ地区）

テーマ２－４ 仲田港海岸高潮対策事業

テーマ１－７ 内花港港湾改修事業

テーマ１－６ 野甫港港湾改修事業

テーマ１－５ 前泊港港湾改修事業

テーマ１－１１ 県営かんがい排水事業（屋我地２期地区）

テーマ１－１２ 県営かんがい排水事業（羽地地区）

テーマ１－１３ 県営かんがい排水事業（伊是名東部地区）

テーマ１－１４ 県営かんがい排水事業（屋嘉地区）

凡 例

【テーマ１】
産業振興のための基盤整備

【テーマ２】
定住条件の整備


